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	█出演者

バルテス・ホールディングス株式会社 田中 真史様代表取締役会長兼社長

著名投資家 DAIBOUCHOU

株式会社フィスコ マーケットレポーター 高井 ひろえ（司会進行役）
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	█冒頭の挨拶
▲フィスコ　高井
皆様、こんにちは。フィスコマーケットレポーターの高井ひろえです。今回は、バルテス・ホールディ

ングス株式会社　代表取締役会長兼社長　田中 真史（たなか しんじ）様にご登壇いただき、著名投資家

DAIBOUCHOUさんから気になる質問をぶつけていただきます。それでは、本日登壇いただく、田中様、

DAIBOUCHOUさんをご紹介させていただきます。まずは、バルテス・ホールディングス株式会社　田中様

です。よろしくお願い致します。

■バルテス・ホールディングス　田中様
こんにちは。よろしくお願いします。

▲フィスコ　高井
田中様は、2004年にバルテス株式会社を設立し、代表取締役社長に就任。ソフトウェアテスト・品質評価事

業の礎を築き、事業成長を牽引してこられました。また、複数の子会社の設立および積極的なM＆A展開によ

り、グループの事業領域拡大と事業基盤強化に貢献されました。

近年は、2023年10月の持株会社体制への移行に伴い、持株会社であるバルテス・ホールディングス株式会社

の代表取締役会長兼社長として、企業価値向上と持続的な成長のためにグループ全体のかじ取りに注力されて

います。一方で中核であるソフトウェアテスト事業を担うバルテス株式会社においては代表取締役会長として

後任の田邊社長ほか、新たな役員陣のサポートに徹し、後進の育成を積極的に進められています。

続いて、著名投資家のDAIBOUCHOUさんです。よろしくお願いいたします。

●DAIBOUCHOU
こんにちは、よろしくお願いいたします。

▲フィスコ　高井
DAIBOUCHOUさんは、200万円の元手を一時10億円に乗せた実績を持つ著名な個人投資家です。2000年5

月に株式投資開始し、ITバブル崩壊時の暴落を資産バリュー株で回避し、不動産株への逆張り投資で2004年

10月に資産1.5億円を達成。リーマンショックでその大半を失うという壮絶な経験をされました。しかし、そ

こから独自の『超分散投資』へとスタイルを昇華させ、再び資産10億円の大台へと返り咲き、X（旧twitter）の

フォロワーは14万人を超えています。

田中様、DAIBOUCHOUさん、よろしくお願いいたします。それでは、まずは、田中様に企業説明を実施い

ただきます。DAIBOUCHOUさんも適宜気になる点などございましたらお話しいただければ幸いです。よろ

しくお願いいたします。
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	█事業説明

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

バルテスグループの目指す姿

FOR
QUALITY
CONFIDENCE
バルテスグループは、品質向上のトータルサポート企業として、

ソフトウェアテストをはじめ、さまざまなサービスを提供しています。

世の中のあらゆるものに組み込まれるソフトウェアの品質を守り、

向上させることで、安心・安全な世界の実現に貢献します。

品質向上のトータルサポート企業

1

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 45頁

■バルテス・ホールディングス　田中様
それではよろしくお願いいたします。わたくしどもバルテスグループは、「FOR QUALITY CONFIDENCE」

をかかげ、「品質向上のトータルサポート企業」として事業を展開しています。 

ソフトウェアが社会のあらゆる場面に組み込まれる現代において、その品質を守り、高めることで、安心・

安全な社会の実現に貢献することを目指しております。 

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

会社概要

「品質向上のトータルサポート企業」経営方針に掲げ、事業を展開

2
代表取締役会長兼社長

田中 真史
Tanaka Shinji 

会社名 バルテス・ホールディングス株式会社

会社設立 2004年４月 ※2023年10月持株会社体制移行により社名変更

上場 2019年５月 東証マザーズ
（現 東証グロース 証券コード：4442）

本社住所 大阪市西区阿波座１-３-15（大阪本社）

事業内容
ソフトウェアテストサービス
品質コンサルティングサービス
ソフトウェア品質教育サービス
セキュリティ・脆弱性診断サービス

グループ会社

バルテス株式会社
バルテス・イノベーションズ株式会社
VALTES Advanced Technology, Inc. (Philippines)
バルテス・ソリューションズ＆AI 株式会社
株式会社アール・エス・アール
タビュラ株式会社

従業員数 999名（2026年６月末時点 グループ７社計）

内、総エンジニア数 852名（2026年６月末時点 グループ７社計）

総資産 6,294百万円（2026年６月末時点 グループ７社連結）

2

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 46頁

当社は2004年に、ソフトウェアテストを専門に手掛ける企業として設立いたしました。 

一時リーマンショックなどの厳しい状況もありましたが、おかげさまで、ソフトウェアテスト市場の伸長に

合わせて順調に事業拡大し、2019年には東証マザーズ市場・現グロース市場へ上場いたしました。 

その後、2023年10月にはグループガバナンスの強化を目的に、持ち株会社体制へ移行しております。 
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事業説明

現在は創業23年目にあたり、次世代経営層の育成を進めながら、さらなる成長に向けた基盤強化を進めてお

ります。 

あわせて近年はM&Aも積極的に展開しておりまして、平均1年に1社ほどグループインしていただておりま

す。現時点では、持ち株会社であるバルテス・ホールディングスを含むグループ7社体制で事業を展開してお

ります。 

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD. 3

重点施策「生成AIテストツール開発投資戦略」の骨子
▶新中期経営計画で新設

▶現状の事業の在り方
グループ売上の85％を占める主要
事業であるが、テストの設計及び
テストの実施双方を人力で実施

人に依存したビジネス

▶人的資本
テストの設計から実施までの
専門知見※をもつ人材
（※当社テスト進行基準QUINTEE®）

テストエンジニア

IT人材の採用難
（人件費・採用費の
高騰）によって
ソフトウェアテスト
事業の成長が阻害

▶自社開発テストツール群で
テスト工程全般をフルカバー

テスト設計～実行まですべての工程で
ツールを自社開発（業界唯一）
自社開発ツールのみで生成AI連携が可能

▶生成AIテスト設計ツール
「TestScape」を先行実装
2025年３月に生成AIテスト設計
ツールのプロトタイプ版を実装済

生成AIテストツール開発
スピードの強化のため、
ツール開発費用（採用費
・労務費・外注費）及び
マーケティング費用等に

３か年で

12億円
を投資

▶目指す事業の在り方
生成AIテストツールによるテスト全工程の「自動化」
と、AI-テストデザインコンサルタントによる自動化
設計・伴走

人に依存しないビジネス

▶進化した人的資本
当社の生成AIテストツール類を使いこなし、
生成AIテストツールによるテスト自動化の設計提案
とその実行を伴走できる戦略的ディレクター

AI-テストデザイン
コンサルタント

▶ソフトウェアテストの
全工程を自動化

課題

ソフトウェアテスト事業の現状現状
事業

現状の技術面の強み現状
技術

生成AIテストツール開発投資戦略 ソフトウェアテスト事業の目指す未来

生成AIテストツール開発投資の目標技術目標
技術

最大事業のソフト
ウェアテスト事業を
人に依存しないビジ
ネスへ構造変換

生成AIツール習熟に
よる、エンジニアの
技能向上

自社開発のすべての
ツールに生成AI技術
を拡張

テスト
自動化ツール

テスト
管理ツール

・・・・

生成AIテスト
設計ツール

TestScape
生成AIによる全自動化

ドキュメント解析
AIツール

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 32頁

次に前年2月より注力しております、「生成AIテストツール開発への投資戦略」に関してご説明いたします。 

前年5月発表の新中期経営計画や、今年6月発表の成長可能性資料などに詳細記載しておりますが、端的にい

うと当社の生成AIテストツール類へ、3か年で総額12億円の開発投資を実施する計画でございます。この投

資を通じてソフトウェアテストの全工程の自動化をすすめ、ソフトウェアテスト事業の在り方を現状の「人に

依存したビジネス」から「人に依存しないビジネス」へ構造転換し、グループ全体の生産性を大きく向上させ

ていきたいと考えております。 
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事業説明
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参照元：滋賀大学との「ソフトウェア品質・データサイエンス研究センター」設置に関するお知らせ

これら生成AIテストツール開発強化の一環として、つい先日の8月20日、 データサイエンス・AI分野をリー

ドする滋賀大学様と、共同研究を目的に、「ソフトウェア品質・データサイエンス研究センター」を設置する

ことを発表いたしましたので、併せてご紹介させてください。 

AI 技術の急速な進展にともない、社会や産業界においては、AI を利用したシステム開発が一般的となり、よ

り AI に適したデータ活用や、AI が開発したシステムの安全性や運用性をどのように担保するのかが重要な

テーマとなっています。 

本センター設置により、両者が有する専門的知見や人的・知的資源を活用しながら、AIを利用したシステム

の品質を評価・担保するための品質基準の構築や、 AI によるシステム開発の安全化・効率化を図るとともに、

これらに携わる高度専門人材の育成に取り組むことで、AI 時代に即したソフトウェア・システムの品質・安

全性向上と新たな価値創造を目指してまいります。 

こうした取り組みをとおして、AIを使ったシステム開発とその運用を支援できる「AI時代に即した品質向上

のトータルサポート企業」へ進化していきたいと考えておりますので、応援のほどよろしくお願いいたします。

▲フィスコ　高井
ありがとうございました。

そ れ で は 続 い て、DAIBOUCHOUさ ん に、 気 に な る 点 に つ い て ご 質 問 を い た だ き た い と 思 い ま す。

DAIBOUCHOUさん、よろしくお願いいたします。
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	█質疑応答
●DAIBOUCHOU
DAIBOUCHOUです。よろしくお願いします。さまざまなテスト受託会社がある中で、貴社が選ばれる理由

や、顧客からの評価ポイントはどこにあるのでしょうか。

■バルテス・ホールディングス　田中様

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

 単価：高 案件規模：大 契約期間：長
 開発、業務知識等、テスト以外の知識を求められる

→ 難易度：高 参入障壁：高
 マイグレーション等※6の増加で市場：拡大 潜在市場：巨大

エンタープライズ領域の特長

人的・技術的優位性 エンタープライズ領域へのナレッジ蓄積

自社の強み❶ 高スキル テスト専門エンジニアが多数在籍
高難易度なエンタープライズ領域へのナレッジ蓄積

当社の事業領域 潜在市場規模 市場ステージ 参入障壁

テ
ス
ト
工
程
市
場

エンタープライズ 巨大 黎明期 高

組込み 大 黎明期 高

Web・スマホ 中 成長期 中

エンターテイメント 小 成熟期 低

ソフトウェアテストに関する専門教育を受けた
正社員500名超

 JSTQB※1高保有率
 ISTQB※2 Global Partner 日本初認定
年間約7,000※3プロジェクト、1,300社以上の

導入実績
プロジェクトを通じた様々な業界における

ナレッジの蓄積
専門技術人材を供給可能な外部協力会社

ネットワーク
 ISO/IEC/IEEE 29119※4準拠テンプレート
QUINTEE®※5（テストの進行基準）

※1 JSTQB(Japan Software Testing Qualifications Board)とは、国内のソフトウェアテスト技術者認定組織のこと
※2 ISTQB(International Software Testing Qualifications Board)とは、世界130ヵ国のテスト技術者認定組織のこと
※3 ツール案件を含む
※4 ISO/IEC/IEEE 29119とは、ソフトウェアテストの統合的な国際規格のこと。ISO、IEC、IEEEという3つの標準化

団体が合同で策定しているため、この名称で呼ばれる
※5 QUINTEE®とは、当社がソフトウェアテストを主軸に、品質向上・生産性向上に関連する知見を体系化したもの

潜在市場が大きいが、高度な技術を要するエンタープラ
イズ領域拡大のため専門部署を設置

エンタープライズ領域における専門ナレッジの蓄積

※６ ソフトウェアやハードウェア、システム、データ、開発言語などを別のプラット フォームに移行したり、
新しいシステムに切り替えたりすること

専門性の向上に
よって強固な
参入障壁を構築
し、価格競争を
回避

5

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 38頁

ありがとうございます。1つは、「QUINTEE（クインティ）」という独自のテスト評価基準を持っていることで

はないかと考えております。20年以上、専門家として積み上げてきたテスト品質に関するナレッジを、きち

んと体系化できているということだと考えております。

また、体系化されたナレッジをベースとする専門教育を受けた正社員も500名を超えております。JSTQBと

いうテストエンジニア資格の保有率が95%を超えるなど、品質への知見やテストレベルの高さは業界随一だ

と考えておりますし、そういった点をご評価いただいているものと考えております。
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自社の強み❷ バルゼミを始めとした人材育成コンテンツ
人材早期育成メソッドの充実

長年社内で積上げられ標準化されたテスト・品質の知識

暗黙知を組織知に広める「共有文化」

研修320時間

オンライン
教育体制

研修160時間

充実の160時間～320時間
高スキル
テストエンジニアを
早期育成

新入社員・中途社
員の早期戦力化が
可能

人材不足のIT業界
において相対的に
高成長を維持

バルゼミを始めとした育成コンテンツ・メソッドの充実で早期人材育成が可能

新卒 未経験者

キャリア

入社研修

年間を通して130講座以上を
自由に学べる

バルゼミ

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 39頁

さらに、その専門性を支える人材育成力も強みです。新卒未経験者には320時間、経験者にも160時間の入社

時研修を実施し、加えて130講座以上の教育コンテンツを用意するなど、継続的な育成に力を入れておりま

す。おそらく、同業他社でここまで手厚く教育を実施できている企業はないのではないかと考えており、そ

うした企業としての姿勢も高くご評価いただいている点だと考えております。

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD. 7

自社の強み❸ 要件定義、基本設計等の上流工程から
ソフトウェア品質向上支援サービスを提供可能

マイグレーションテスト支援

アジャイル開発テスト支援

DX支援

• AIプロダクト品質向上支援
• ローコード品質向上支援

非機能要求

• ユーザビリティテスト
（UI/UX・アクセシビリティ）

• Webアクセシビリティ検証
• パフォーマンステスト

セキュリティ
• 脆弱性診断
• クラウド診断
• ペネトレーションテスト
• クラウド型WAF（PrimeWAF）

ソフトウェア開発の全工程で、ソフトウェア品質向上支援サービスを提供

総合的ソリューション提供で
顧客IT部署の負担軽減と
工数削減による
コストメリットの提供が可能

品質教育

テストツール

テスト自動化導入・定着支援

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 40頁

加えて、テストの実施だけではなく、要件定義や基本設計など上流工程からの品質支援サービスを提供でき

ている点や、さまざまな自社開発テストツールをリーズナブルにご提供できている点も、私どもを選んでい

ただいている大きな理由だと考えております。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、生成AIの進展によって顧客側がテスト工程を内製化し、テストの外注需要が

減少するリスクはありますでしょうか。
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自社の強み❸ 要件定義、基本設計等の上流工程から
ソフトウェア品質向上支援サービスを提供可能

マイグレーションテスト支援

アジャイル開発テスト支援

DX支援

• AIプロダクト品質向上支援
• ローコード品質向上支援

非機能要求

• ユーザビリティテスト
（UI/UX・アクセシビリティ）

• Webアクセシビリティ検証
• パフォーマンステスト

セキュリティ
• 脆弱性診断
• クラウド診断
• ペネトレーションテスト
• クラウド型WAF（PrimeWAF）

ソフトウェア開発の全工程で、ソフトウェア品質向上支援サービスを提供

総合的ソリューション提供で
顧客IT部署の負担軽減と
工数削減による
コストメリットの提供が可能

品質教育

テストツール

テスト自動化導入・定着支援

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 40頁

おっしゃるとおり、図のV字の右側、開発の下流工程における単純なテスト実行は、生成AIに取って代わら

れていくリスクがあると考えております。

一方で、AIが高度になるほど、それを効率的かつ安全に利用・制御するための人間による調整の必要性も高

まり、V字の左側、開発上流からの品質管理支援ニーズは拡大するものと考えております。また、組込みシ

ステムのように実機を用いた検証が必要な領域や、セキュリティ上の理由から外部接続を制限する環境では、

AIだけで品質保証を完結させることは難しく、専門家による判断が引き続き重要となります。こうした高度

な知見を要する品質保証領域において、外部専門会社への外注ニーズは拡大するものと考えております。

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

2027年３月期 「生成AIテストツール開発投資」の進捗 サマリ
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滋賀大学と調査･研究センター設置を前提としたデータサイエンス･AI分野における連携協定を締結
※詳細はP19・P25をご確認ください

AI時代へ積極的に対応

❶ 生成AIによるテスト設計･
確認ポイントの高度化

❷ AIエージェントを組み込んだ
開発･テスト業務の効率化

❸ 用途や顧客ごとに最適化できる
生成AI活用環境の整備
（ローカルLLMを含む）

AIを使ったシステム開発とその運用を
品質から一貫して支援する

AI時代に即した
品質向上のトータルサポート企業へ

７月８日滋賀大学との連携協定締結
（８月下旬研究センター設置予定）

生成AIテストツール開発の進捗
・ドキュメント品質解析AIツール｢QuintSpect｣正式版を2026年７月６日より提供開始※詳細はP21をご確認ください

・生成AIテストツール類の研究開発費は１Q総額62百万円（前年同期比40百万円増）と計画通り順調に増加※詳細はP13をご確認ください

AI4QA
AIを活用した
テスト設計･
品質活動の高度化

連携協定 4つのテーマ 事業化に向けた取り組み（研究から収益化へ） 目指す姿

人が提供する価値
顧客を伴走支援する品質コンサルティング✓

AI4QA

AI4QA

業務変革

❹ AI搭載のシステムを評価する
品質基準の策定 QA4AI

戦略的に最も重要なテーマ

AI搭載システムの品質評価・担保を事業化

業務効率化･品質活動の高度化AI4QA

❶ 確認ポイント抽出の精度を実用レベルまで向上
❸ ローカルLLMを含む生成AI活用環境の整備により
開発･テスト業務を高度化

見逃しを防ぎつつ、不要な指摘を削減

QA4AI

❹ 評価指標・品質基準・テスト手法を標準化
AIの安全な実装を支える品質評価サービスを提供

今後重要性がさらに高まる重点領域

QA4AI
AI搭載システムの
品質評価サービス
将来の中核成長領域

事業の重要な柱
QA4AIAI4QA

※ ソフトウェアテストや品質保証業務にAIを活用する取り組み。テスト設計、自動実行、結果分析を効率化し、品質向上と生産性向上を支援する。
※ AIシステムの品質を保証する活動。AIモデルの精度、公平性、安全性、説明可能性などを検証・評価し、信頼性の高いAI提供を実現する。

１

AI4QA

QA4AI

２

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 5頁

さらに、今後は生成AIを利用したプログラミングが主流となることは、止められない流れであると考えてお

ります。AIによって生成されたシステムや、AIを搭載するシステムの品質・安全性を、それに適した観点で

評価・担保するという新たな品質保証ニーズも生まれてきております。

先日発表いたしましたとおり、当社は滋賀大学様とともに研究センターを設置し、これら新たなAIシステム

を評価する品質基準の策定や、生成AIを用いたテストツール類の精度向上、生成AI活用環境の整備を推し進

めてまいります。生成AIが開発の中心となる新たな時代において、AIに仕事を奪われる企業ではなく、自ら

積極的に適用し、新たな価値創造と成長を目指す企業だとご認識いただければ幸いです。
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●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、既存の「T-DASH」「QualityTracker」に加えて、新たに「TestScape」

「QuintSpect」が加わりますが、テスト工程はどのように変化・改善するのでしょうか。

■バルテス・ホールディングス　田中様

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD. 10

重点施策「生成AIテストツール開発投資戦略」の骨子
▶新中期経営計画で新設

▶現状の事業の在り方
グループ売上の85％を占める主要
事業であるが、テストの設計及び
テストの実施双方を人力で実施

人に依存したビジネス

▶人的資本
テストの設計から実施までの
専門知見※をもつ人材
（※当社テスト進行基準QUINTEE®）

テストエンジニア

IT人材の採用難
（人件費・採用費の
高騰）によって
ソフトウェアテスト
事業の成長が阻害

▶自社開発テストツール群で
テスト工程全般をフルカバー

テスト設計～実行まですべての工程で
ツールを自社開発（業界唯一）
自社開発ツールのみで生成AI連携が可能

▶生成AIテスト設計ツール
「TestScape」を先行実装
2025年３月に生成AIテスト設計
ツールのプロトタイプ版を実装済

生成AIテストツール開発
スピードの強化のため、
ツール開発費用（採用費
・労務費・外注費）及び
マーケティング費用等に

３か年で

12億円
を投資

▶目指す事業の在り方
生成AIテストツールによるテスト全工程の「自動化」
と、AI-テストデザインコンサルタントによる自動化
設計・伴走

人に依存しないビジネス

▶進化した人的資本
当社の生成AIテストツール類を使いこなし、
生成AIテストツールによるテスト自動化の設計提案
とその実行を伴走できる戦略的ディレクター

AI-テストデザイン
コンサルタント

▶ソフトウェアテストの
全工程を自動化

課題

ソフトウェアテスト事業の現状現状
事業

現状の技術面の強み現状
技術

生成AIテストツール開発投資戦略 ソフトウェアテスト事業の目指す未来

生成AIテストツール開発投資の目標技術目標
技術

最大事業のソフト
ウェアテスト事業を
人に依存しないビジ
ネスへ構造変換

生成AIツール習熟に
よる、エンジニアの
技能向上

自社開発のすべての
ツールに生成AI技術
を拡張

テスト
自動化ツール

テスト
管理ツール

・・・・

生成AIテスト
設計ツール

TestScape
生成AIによる全自動化

ドキュメント解析
AIツール

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 32頁

既存の「T-DASH」と「QualityTracker」は、テストの自動実行とテスト管理のツールですが、「TestScape」

は、その上流にあたるテスト設計を自動化するツールです。また、今回正式にローンチした「QuintSpect」は、

さらに上流である仕様書そのものを自動で精査するツールと言えます。

これら新しいツールの開発により、従前のものよりさらに上流工程での自動化が進み、全工程の自動化に一

歩近づいたとご理解いただけますと幸いでございます。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、「QUINTEE」という貴社独自のテストノウハウを組み込むことで、一般的な

生成AIに比べてどの程度の品質差が生まれるのでしょうか。
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自社の強み❻ 生成AIテスト設計ツール「TestScape」

11

ソフトウェアテスト専門事業者としての豊富な実績を活かした生成AIテスト設計ツール「TestScape」

蓄積された実績とテスト基準

直近年間約7,000※1プロジェクト、
1,300社以上の導入実績

ソフトウェアテスト専門事業者と
して20年を超える業歴・膨大なテ
スト実績

プロジェクトを通じた様々な業界
におけるナレッジの蓄積

 ISO/IEC/IEEE 29119※2準拠テン
プレート

当社がソフトウェアテストを主軸
に、品質向上・生産性向上に関連
する知見を体系化したテスト進行
基準「QUINTEE®※3」

※1 ツール案件を含む
※2 ISO/IEC/IEEE 29119とは、ソフトウェアテストの統合的な国際規格のこと。ISO、
IEC、IEEEという3つの標準化団体が合同で策定しているため、この名称で呼ばれる
※3 QUINTEE®とは、当社がソフトウェアテストを主軸に、品質向上・生産性向上に関
連する知見を体系化したもの

高精度・透明性の
高い生成AIテスト
ツールの開発で
競争優位

ツールの利用で
生産性向上

中間生成物の作成で生成AIの透明性確保

過程や根拠が説明できる！バルテスの生成AI

仕様書/参考資料 テストケースAIが中間生成物も作成

AIで読み取り
中間生成物を
つくる

AIが
中間生成物から
自動でつくる

過程や根拠が不明他の生成AI

当年3月
生成AIテスト
設計ツール

「TestScape」
の社内正式運用

開始

仕様書/参考資料 テストケース経過がブラックボックス

他の生成AIの場合、テストケースのみ出力する仕様のものが多く、
裏付ける中間生成物が存在しないブラックボックス

生成AIが中間生成物も作成するため
テストケース作成の過程がホワイトボックス化

過程・根拠の検証が可能

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 43頁

品質についてご説明するために、まずは「QUINTEE」に基づく当社の生成AIテスト設計ツール「TestScape」

を利用した場合と、その他の生成AIテスト設計ツールを用いた場合の違いをご説明させていただきます。

当社のツールは、根拠である中間生成物をあわせて生成し、どのような考えでその結果に至ったのかを確認で

きます。これに対して、他の生成AIではその経過がブラックボックスであるという点が大きな違いと言えます。

生成AIが作り出すものは、一見すると期待どおりに動作しているように見えても、抜け漏れなく動いている

か、もしくは要件にない動きを勝手にしていないかを容易に確認できない点が大きな問題となります。また、

なぜその実装になったのか、どの要件をどのように反映したのかについての説明がないため、その後の保守

や改修が非常に難しいものとなります。つまり、なぜその設計・実装になったのかを検証できること、さら

にその後の保守や更新を適切に継続できることも、品質の一部と言えるのです。

現状の生成AIは、成果物を生成することには優れていますが、これら「根拠を説明できること」「要求どおり

であること」「継続的に保守できること」という品質を満たしているとは言えません。当社の「QUINTEE」は、

現状、このギャップを埋める助けになるものだと考えておりますし、将来的にはそのギャップを検証し、シ

ステム開発における生成AI活用を安心してお任せいただくことこそ、当社の新たな役割であり、事業機会に

なり得ると考えております。

滋賀大学様との共同研究においても、こうした生成AI時代における評価手法や品質保証のあり方について研

究を進め、新たな市場開拓につなげていければと考えております。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、「TestScape」による生産性向上が進んだ場合、まず正社員の採用を抑えるのか、

ビジネスパートナー（BP）の比率を低下させるのか、どちらが利益率の改善につながるとお考えでしょうか。
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749 759 762 765 756 782 798 810 826 832 841 852
838

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

エンジニア１人当たりの売上高（月間）※（ソフトウェアテスト） 稼働エンジニア数（連結）

※ エンジニア1人当たりの売上高（月間）＝
国内ソフトウェアテスト事業（ソフトウェアセグメントから国外事業・ツール事業・教育関連事業を除く）
の売上高 ÷ 同事業に従事するエンジニア数の延べ人数（正社員+契約社員+ビジネスパートナー）

（千円）

稼働エンジニア
前年同期比

内、正社員数
前年同期比

+145名

+31名

（名）

12

634 657 680 695 738 732 723 715 734 734 748 744 765

123 116 114 112 104 96 95 96 99 97 96 95 87

444 416 425 415 335 335 377 399 407 448 477 503 533

1,201 1,189 1,219 1,222 
1,177 1,163 1,195 1,210 1,240 

1,279 
1,321 1,342 1,385 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026

正社員 契約社員 ビジネスパートナー 合計

1,385

過去
最高

過去
最高

単価の推移（ソフトウェアテスト）、稼働エンジニア数の推移（連結）

単価838千円、エンジニア数1,385名、更なる成長へ向け稼働エンジニア数を順調に拡大
Q5

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 7頁

当社の正社員が生成AIテストツール類を駆使して、お客様の開発に伴走することが目標ですので、生産性が

向上した場合、売上高の伸びに対するエンジニア数の比率は低下するものと考えております。ただし、相対

的に正社員エンジニアの増加率は低下するとしても、人数そのものは増加していくものと考えております。

また、BPの皆様に関しても、当社プロパーの正社員が持っていないスキルや知見を補完していただくことが

目的ですので、早々に比率を低下させるものではないとお考えください。

したがいまして、ご質問への回答といたしましては、現状の比率等を維持しながら、正社員およびBPの皆様

が緩やかに増加するという現在の傾向が続くのではないかと考えております。

一方で、ツール類の利用比率が上がれば上がるほど、BPの皆様にも当社のツールをご利用いただく機会が増

えていくのではないかと考えておりますし、その先の未来を考えて、当社ツールの利用資格をBPの皆様にも

広げていく必要があると考えております。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、コストを削減できても、価格競争が発生したり、顧客からの値下げ要求が来

たりするリスクがあります。生産性向上の効果を、どの程度利益率の改善に取り込める見込みでしょうか。
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「生成AIテストツール開発投資」計画の経緯 振り返りと今後

2025 2026

2025.02

生成AAIIテストツール開発への
投資(3年間で12億円)を発表

2026.03

生成AIテスト設計ツール
TTeessttSSccaappeeの正式版運用を開始

2026.05

TestScapeでシナリオテスト
の設計が対応可能に

13

投資計画を盛り込んだ
新中期経営計画を発表

AI仕様書診断ツール
QQuuiinnttSSppeeccttをリリース

事業・利益拡大フェーズへ

リリースしたツールの現場定着を早急に進め、生
産性と利益率の向上に寄与させる

ツールの定着と利益向上

現在は独立している各ツールを簡単に併用・連携
して動かせるようにする「プラットフォーム化」
を未来の戦略として進める

プラットフォーム化

利益創出フェーズと未来の戦略

生成AIの拡大に伴う機会とリスクに対応するため、当社は「生成AIテスト設計ツール」の開発を推進
2025年には開発加速に向けた積極投資方針へ転換し、「新中期経営計画」で年4億円×3か年・計12億円の投資計画を策定

新中期経営計画初年度の2026年3月期は、投資・開発が順調に進捗し、2つのツールをローンチ。顧客案件での利用も拡大
今後は現場定着と販売強化による利益創出を進め、将来的にはプラットフォーム化による事業拡大を目指す

2027

投資の経緯

振り返り/今後

2025.06

2025.10 2026.07

滋賀大学と連携協定を締結
QQuuiinnttSSppeeccttの正式版提供を開始

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 26頁

生成AIテストツールを活用する案件については、請負契約への切り替えや単価体系の見直しを進めることで、

価格の下落は一定程度回避できると考えております。

また、当社は20年以上にわたる品質・テスト領域の知見を活かし、要件定義や基本設計といった上流工程か

ら品質向上を支援している点が強みです。加えて、生成AIテストツールの開発や、AI時代に適した品質基準

の研究にも積極的に取り組んでおりますので、一般的なテスト実施を主業とする競合他社との差別化は、今

後さらに進むのではないかと考えております。

その上で、ご質問いただいた生成AIテストツール類による生産性向上効果が、どの程度利益率を引き上げら

れるかという点ですが、現状の生成AIテストツール類の開発計画が順調に進み、要件定義からテスト実施ま

でのテスト工程のプラットフォーム化が進めば、工程全般で5割以上の工数削減ができる案件は十分に出て

くるものと考えております。仮にそうした案件にフォーカスすれば、売上総利益率を現状の30%前後から、

40%もしくは50%程度まで引き上げることが可能だと考えております。

ただし、すべての案件で利用できるかというと、まだまだ越えていかなくてはならないハードルが多くござ

いますので、ここ数年は営業利益率を数%押し上げる程度のインパクトになろうかと考えております。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、前期は営業利益が2.5億円ほど上振れました。当初の会社計画の前提条件と実

績には、どのような差があったのでしょうか。
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新中期経営計画 戦略のグランドデザイン 数値目標

FY2024

連結売上高

連結営業利益

■人に依存しない
ビジネスモデル

バルテス品質を業界へ波及

FY2033

■BS戦略投資（３か年）

３か年計25億円
■配当
３か年計2.4億円

新中期経営計画（３か年）

FY2025

連結売上高 119.3億円
9.2億円連結営業利益

FY2026

連結売上高141.6億円
9.7億円連結営業利益

連結売上高 170.0億円
18.8億円連結営業利益

■人に依存しない
ビジネスモデル

■生成AIテストツール投資（３か年）

■人に依存しない
ビジネスモデル

売上高
平均成長率

116％

営業利益
平均成長率

126％

売上高構成比

80%超

FY2027

107.9億円
9.4億円

微小

売上高
構成比

バリューアッププラットフォーマー

10年先のVISION
■還元施策
投資優先で成長によるキャピタルゲインで還元

26％超
売上高
構成比

14

実績

３か年計12億円
■AI開発応援・株主優待

生成AIテストツール開発投資
各年４億円を目安

主にM&A投資
事業所投資

AI投資による
営業利益減少

3か年計2.4億円

新中期経営計画で内容を更新

※ FY2025以降の実績値につきましては、各期の通期決算説明資料をご確認ください

実績

Q7

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 31頁

はい。これは割とシンプルで、まず、生成AI投資計画が4億円に対して実績3億円と、投資額が1億円ほど下

振れた点が1つです。もう1つは、計画していたM&Aの実施が進まなかったことにより、仲介手数料等1億円

が未使用となったことが大きな理由です。

●DAIBOUCHOU
わかりました、ありがとうございます。次に来期についてですが、営業利益率を11%に向上させ、営業利益

を18.8億円へ倍増させる計画です。9億円の増益のうち、AIによる生産性改善はどの程度のインパクトを見

込んでいらっしゃいますか。

■バルテス・ホールディングス　田中様

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

新中期経営計画 戦略のグランドデザイン 数値目標

FY2024

連結売上高

連結営業利益

■人に依存しない
ビジネスモデル

バルテス品質を業界へ波及

FY2033

■BS戦略投資（３か年）

３か年計25億円
■配当
３か年計2.4億円

新中期経営計画（３か年）

FY2025

連結売上高 120.0億円
6.5億円連結営業利益

FY2026

連結売上高141.6億円
9.7億円連結営業利益

連結売上高 170.0億円
18.8億円連結営業利益

■人に依存しない
ビジネスモデル

■生成AIテストツール投資（３か年）

■人に依存しない
ビジネスモデル

売上高
平均成長率

116％

営業利益
平均成長率

126％

売上高構成比

80%超

FY2027

107.9億円
9.4億円

微小

売上高
構成比

バリューアッププラットフォーマー

10年先のVISION
■還元施策
投資優先で成長によるキャピタルゲインで還元

26％超
売上高
構成比

15

実績

３か年計12億円
■AI開発応援・株主優待

生成AIテストツール開発投資
各年４億円を目安

主にM&A投資
事業所投資

AI投資による
営業利益減少

3か年計2.4億円

新中期経営計画で内容を更新

※ FY2025以降の実績値につきましては、各期の通期決算説明資料をご確認ください

Q8

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 31頁

あくまで来期末において、請負案件の100%、準委任案件の30%で「TestScape」の利用が進んでいると仮定

した場合ですが、売上総利益における理論上のAI効率化のインパクトは7億円程度、連結で4%程度の利益率

改善を目指しているところです。
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一方で、最終年度はAI活用の活発化による人件費の増加や、外部ツールコスト等の増加も相応に発生する計

画ですので、それらを差し引いた実質的なAI効果のインパクトは3億円から4億円となる予定です。

また、当社の売上原価および販売費の中には当然に固定費がありますので、オーガニックな売上の増加に伴

い、利益改善のインパクトは6億円以上発生する見込みでございます。結果的に、9億円の増益は十分可能だ

と考えております。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。次に、AIを活用したソフトウェアテスト支援ツール「TestScape」を3月25日に運用

開始されました。どの程度利用されており、生産性向上や工数削減などの改善はどの程度実現できましたで

しょうか。

■バルテス・ホールディングス　田中様

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

「生成AIテストツール開発投資」計画の経緯 振り返りと今後

2025 2026

2025.02

生成AAIIテストツール開発への
投資(3年間で12億円)を発表

2026.03

生成AIテスト設計ツール
TTeessttSSccaappeeの正式版運用を開始

2026.05

TestScapeでシナリオテスト
の設計が対応可能に

16

投資計画を盛り込んだ
新中期経営計画を発表

AI仕様書診断ツール
QQuuiinnttSSppeeccttをリリース

事業・利益拡大フェーズへ

リリースしたツールの現場定着を早急に進め、生
産性と利益率の向上に寄与させる

ツールの定着と利益向上

現在は独立している各ツールを簡単に併用・連携
して動かせるようにする「プラットフォーム化」
を未来の戦略として進める

プラットフォーム化

利益創出フェーズと未来の戦略

生成AIの拡大に伴う機会とリスクに対応するため、当社は「生成AIテスト設計ツール」の開発を推進
2025年には開発加速に向けた積極投資方針へ転換し、「新中期経営計画」で年4億円×3か年・計12億円の投資計画を策定

新中期経営計画初年度の2026年3月期は、投資・開発が順調に進捗し、2つのツールをローンチ。顧客案件での利用も拡大
今後は現場定着と販売強化による利益創出を進め、将来的にはプラットフォーム化による事業拡大を目指す

2027

投資の経緯

振り返り/今後

2025.06

2025.10 2026.07

滋賀大学と連携協定を締結
QQuuiinnttSSppeeccttの正式版提供を開始

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 26頁

AIテスト設計ツール「TestScape」に関しては、前期末からじわじわとお客様の案件での利用が進んでおり、

前期で5社程度、現状の第1四半期で10社ほどにご利用を開始いただいております。

生産性向上や工数削減は当然進んでおりますが、スタートしたばかりですので、定量的な分析は案件によっ

てブレがあり、非公開とさせていただきたいと考えております。

ただ、一般的にテスト全工程の3割程度がテスト設計工程と言われており、テスト設計ツールである

「TestScape」は、そのテスト設計工程の半分の削減を目標としておりますので、全体工数の約15%が

「TestScape」単体での改善上限だとお考えいただければと思います。

一方で、「T-DASH」「QualityTracker」「QuintSpect」等のその他のツール類との連携が進めば、今後さらに

工数削減・改善が可能だと考えておりますので、来期末においては、案件にもよりますが、全体の半分以下

に工数を抑えられる案件も出てくると考えております。
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●DAIBOUCHOU
わかりました。全体の半分以下というのは、かなりインパクトがありますね。

次に、「TestScape」は3月から正式に運用され、5月には対象範囲も拡大されました。直近の第1四半期決算で

は、粗利率や営業利益率の改善がまだ見られていないのですが、これはまだ利用率が低いためなのか、研修・

導入コストなどの先行費用が発生しているためなのか、あるいは業績改善効果までにタイムラグがあるので

しょうか。

■バルテス・ホールディングス　田中様

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

エグゼクティブサマリ（前年同期比）

17

売上高 30.0億円 +9.4% 前年同期比+9.4％の過去最高売上

営業利益 ▲0.0億円 -
AI投資等で販管費増加も計画通り、営
業利益は計画値※を上回る
投資先減損の影響で四半期純利益は減
少も、当期着地への影響は軽微

親会社株主に
帰属する四半期純利益 ▲1.0億円 -

単価
（ソフトウェアテスト） 838千円 ＋11千円 前年同期比で+11千円増加

案件数 1,792件 +117件
総案件数は順調に増加
（内、ツール案件数は前年同期比+70件）

稼働エンジニア数
（2026年６月末時点） 1,385名

正社員

+31名 売上拡大に伴い、正社員・ビジネス
パートナー共に増員正社員,契約社員,BP 合計

+145名

前年同期比実績

過去
最高

過去
最高

過去
最高

※ 当第１四半期連結累計期間の営業損失および経常損失は、年初に織り込み済みの生成AI投資強化によるもので、想定の範囲内であり、社内計画対比では上振れて着地しております。
投資先減損の影響を考慮しても当期業績に与える影響は軽微であるため、通期予想に変更はありません。

参照元：2027年３月期第１四半期決算説明資料 4頁

先にご回答申し上げましたとおり、「TestScape」を利用している案件は第1四半期で10社程度と、まだまだ少

ないのが現状です。やはりクローズド環境でのAI利用を求めるお客様が多い点がボトルネックとなっており

ますので、当社といたしましても生成AIのクローズドな利用環境の整備を、滋賀大学様とも連携しながら早

期に構築していきたいと考えております。今期を通してそうした環境整備が進めば利用数も引き上げられる

と考えておりますので、期末には多少の利益率の改善を感じていただけるのではないかと考えております。

一方、当第1四半期に関しては、前年に開示いたしました新中期経営計画でお示しした生成AIテストツール開

発の積極化により、生成AI開発投資や社外の生成AIツール類の利用が前年対比で大幅に増えたことから、前

年同期比では利益率が低下しております。ただし、もともとこの点は予算にも織り込み済みでございます。

対予算で申し上げますと営業利益率は好調に推移しておりますので、ご安心いただければと思います。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。第1四半期は見た目が悪く、進捗も芳しくないように見えますが、第2四半期以降は、

生成AIなどによるコストダウンや生産性向上で巻き返し、計画どおりに着地できるというニュアンスで受け

止めてよろしいでしょうか。

■バルテス・ホールディングス　田中様
はい、そのとおりです。ありがとうございます。
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●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。最後に株主還元についてです。現在は成長投資を優先する方針と理解していますが、

どの程度投資機会がなくなれば、増配や自己株式取得などをご検討されますでしょうか。

■バルテス・ホールディングス　田中様

©2026 VALTES HOLDINGS CO.,LTD.

（3年累計）

26.7億円

追加有利子負債

配当
（1株当たり）

4円

3年累計
見込み

2.4億円

財務戦略

本中期経営計画の実施期間（FY2025～FY2027）においては 1株当たり4円の配当を基本施策
とし、AI投資によって事業拡大を実現させ、株価上昇による株主還元を主目的とします。
（なお業績・資本の状況、成長投資の機会及び株価を含めた市場環境を考慮したうえで、必要と判断した場合は、資本効率の
向上に資する株主還元策として、機動的な自己株式の取得も検討します。）

 配当：1株当たり4円の配当を基本施策、AI開発投資による成長で株主還元を目指す

 資金戦略：総投資額の70％を目安に積極的な借入を実施
株主資本コストが借入コストを大きく上回る現状を勘案し、
投資額のうち70％を目安に積極的に借入を利用します。
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当社の新たな「AI開発投資戦略」にご理解をいただいたうえで、より多くの株主の皆様に中長
期的に保有していただくことを目的に、「AI開発応援・株主優待制度」を導入いたします。
毎年３月31日及び９月30日現在の株主名簿に記載または記録され、継続保有の要件として、同一の株主番号で2回連続（３月
末及び９月末）で株主名簿に500株（5単元）以上の保有が記載または記録されている株主様が対象となります。
（注 初回は2025年3月末～2025年9月末500株を継続保有されている株主様が対象）

 株主優待：AI開発応援・株主優待制度の導入（500株以上、長期保有株主様対象）
株主優待
（500株以上）

年1万5千円
クオカード

3年累計
見込み

2.4億円

参照元：事業計画及び成長可能性に関する説明資料 38頁

おっしゃるとおり、今後の成長性や生産性を担保するために、現在は積極的に投資をさせていただいており

ます。あわせて、プライム市場への上場も強く目標として掲げておりますので、まずはプライム上場基準の

財務基準、つまり純資産50億円の達成が、増配や自己株式取得のトリガーになろうかと存じます。

そういう意味では、新中期経営計画の最終年度でもある来期の計画達成が見えてくることが、自己株式取得

や増配の1つの条件だと言えます。

とはいえ、前年もそうでしたが、株価をにらみつつ、必要であれば株主の皆様にご納得いただける施策とと

もに、柔軟な資本政策を展開していく姿勢は持っております。可能性がゼロというわけではございませんし、

必要だと判断すれば早期に判断する姿勢も当社の特徴でございますので、今後は資本政策にもご期待いただ

ければと思います。

●DAIBOUCHOU
ありがとうございます。株主優待は500株の長期保有株主が対象ではありますが、非常に利回りがよく、株

主還元にも力を入れていらっしゃるということで、大変よいのではないかと思います。

■バルテス・ホールディングス　田中様
ありがとうございます。

●DAIBOUCHOU
この「AI開発応援」というのは、どういった意味なのでしょうか。
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■バルテス・ホールディングス　田中様
安定株主を募るというところです。

●DAIBOUCHOU
なるほど。貴社のAI開発は長くかかるとお考えで、そうしたAI開発を長い目線で長期保有して応援いただけ

る株主を集めたい。それに報いるために、株主優待でクオカードをお渡しするということですね。

■バルテス・ホールディングス　田中様
はい、そのとおりです。ありがとうございます。

●DAIBOUCHOU
わかりました。ありがとうございます。今後の御社の成長に注目させていただきます。本日はどうもありが

とうございました。
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	█終わりの挨拶
▲フィスコ　高井
田中様、DAIBOUCHOUさん、本日はありがとうございました。

バルテスホールディング様がこれまで培ってこられたソフトウェア品質に関する知見を強みにしながら、生

成AIという大きな変化を新たな成長機会につなげようとされていることが非常によくわかりました。

それでは最後に、お二方から視聴者の皆様へご挨拶をお願いできればと思います。

まずは田中様から、お願いいたします。

■バルテス・ホールディングス　田中様
本日はご視聴いただきまして、誠にありがとうございます。この度、この動画をご覧いただき、少しでも当

社に興味・関心をお寄せいただけましたら幸いでございます。DAIBOUCHOU様ならびに本運営に携わって

いただきました皆様におかれましても、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

▲フィスコ　高井
ありがとうございます。

それでは、DAIBOUCHOUさんにも本日の対談を振り返ってのご感想をいただければと思います。よろしく

お願いいたします。

●DAIBOUCHOU
はい。生成AIや「SaaSの死」など、さまざまなことが言われる中で、テスト工程の内製化が進み、外注が減っ

てしまうのではないかという脅威を心配される方も多いと思います。しかし、本日うかがったお話では、む

しろ追い風になる部分もあり、コスト削減や生成AIによる生産性の向上、テストツールによる自動化などに

よって収益性が改善されるとのことでした。目標とされている営業利益18.8億円が達成できれば、かなり強

いインパクトがあるのではないかと思います。それに向けて、株主優待を活かして500株を長期保有すると

いうのも、よいのではないかと考えております。本日はどうもありがとうございました。

▲フィスコ　高井
はい、ありがとうございました。

それでは、これにて本日の対談を終了いたします。

皆様、最後までご視聴いただき、誠にありがとうございました。
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